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第⚒⚕次帯広市農業委員会委員

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対

し
ま
し
て
ỏ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
Ố

本
年
⚗
月
の
農
業
委
員
会
の
改
選
に

伴
い
ỏ

名
の
委
員
が
任
命
さ
れ
ỏ

名
の
農
業
委
員
が
新
た
な
方
に
代
わ
り
ỏ

私
も
会
長
と
い
う
重
責
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
て
ỏ
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
Ố

さ
て
ỏ
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
事
が
な
い
ほ

ど
厳
し
い
状
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
Ố

世
界
情
勢
の
激
変
に
よ
り
ỏ
日
本
で
は

肥
料
や
飼
料
ỏ
燃
油
や
生
産
資
材
ま
で

急
激
な
価
格
高
騰
が
起
こ
り
ỏ
輸
入
に

頼
る
今
の
農
業
生
産
の
不
安
定
さ
が
あ

ら
わ
に
な
り
ỏ

パ
ồ
セ
ン
ト
し
か
な

い
食
料
自
給
率
に
対
す
る
強
い
危
機
感

を
皆
で
考
え
る
事
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
Ốさ

ら
に
は
ỏ
世
界
的
な
異
常
気
象
で

す
Ố
高
温
や
豪
雨
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ

う
に
な
り
ỏ
農
作
物
は
も
と
よ
り
農
地

ま
で
大
き
な
被
害
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
Ố
農
業
委
員
と
し
て
出
来
る

事
は
限
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ỏ

農
地
を
農
地
と
し
て
守
り
ỏ
農
業
を
営

む
人
の
減
少
を
防
ぎ
ỏ
求
め
ら
れ
る
活

動
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
Ố
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
ỏ
新

規
参
入
促
進
ỏ
農
業
者
結
婚
推
進
協
議

会
活
動
や
ỏ
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
推

進
な
ど
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
Ố

今
後
と
も
農
業
委
員
会
活
動
ỏ
農
地

制
度
等
の
周
知
を
図
ỳ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ỏ
皆
様
の
ご
指
導
ỏ
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
Ố

吉

田

利

彦
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害 ⚒ 害

新農業委員の紹介
任期 自 令和⚔年⚗月⚑⚖日～至 令和⚗年⚗月⚑⚕日

農農 地 部農 地 部 会会

農 政 部農 政 部 会会

今回、退任された委今回、退任された委員員
長い間、大変お疲れ様でした

小倉 豊（⚗期） 堀口 宏敏（⚒期） 廣瀬 智美（⚒期） 中村 博志（⚑期） 野原 幸治（⚓期）
丸谷 友姫（⚒期） 合歓垣利隆（⚔期） 岩城 利寛（⚓期） 森 和裕（⚓期） 廣瀬 文彦（⚕期）
石川 俊浩（⚓期） 中村 正信（⚓期） 中谷 敏明（⚔期）

令和⚔年⚑⚐月発行農業委員会だより

（敬称略、議席順）

荒川満雄委員
（だより編集委員）

大塚敏幸委員山﨑博之農地部会長 濱野敏夫農地副部会長 兒玉康英委員
（だより編集委員）

松金栄治委員

山口善則委員 尾関健一委員
（だより編集委員）

岸塚隆弘委員
（結婚推進委員）

石崎一彦委員 山本裕慈委員 森有宏委員

吉田宏一農政部会長 梶川毅農政副部会長 工藤美佐委員
（結婚推進委員/だより編集委員）

深田敬吾委員 河瀨勉委員 室﨑公一委員
（年金代議員）

落合憲和委員 窪田さと子委員
(年金代議員/だより編集委員)

辻浩志委員 増地孝昇委員
（結婚推進委員）

鹿内淳一委員 廣瀨貢弘委員

吉田利彦会長 飯田祐一会長職務代理者
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令和⚔年⚑⚐月発行 農業委員会だより

令
和
⚔
年
⚒
月
⚑
日
に
十
勝
農
業
委
員
会
連
合
会
主
催
の

釧
路
・
根
室
・
十
勝
地
区
女
性
農
業
委
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ỏ
帯
広
市
か
ら
は
廣
瀬
智
美
氏
と
丸
谷
友
姫
氏
が
参
加
し

ま
し
た
Ố

研
修
会
は
ỏ
当
初
対
面
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
ỏ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
Ố

研
修
会
で
は
ỏ
根
釧
女
性
農
業
委
員
の
会
の
加
藤
会
長
に

根
釧
女
性
農
業
委
員
の
会
の
設
立
の
経
緯
や
事
業
内
容
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
後
に
ỏ
女
性
農
業
委
員
同
士
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ố

意
見
交
換
後
は
北
海
道
農
業
会
議
の
乾
事
務
局
長
か
ら
農

業
委
員
会
制
度
や
活
動
に
つ
い
て
ỏ
農
業
委
員
等
の
役
割
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
ỏ
皆
さ
ん
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
Ố

令
和
⚔
年
⚖
月
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
農
業
会
議
臨

時
理
事
会
に
お
い
て
ỏ
帯
広
市
農
業
委
員
会
の
前
会
長
で
あ

る
中
谷
敏
明
氏
が
北
海
道
農
業
会
議
の
代
表
理
事
会
長
に
選

任
さ
れ
就
任
し
ま
し
た
Ố

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
ỏ
⚗
月

日
に
米
沢
市
長
よ
り
ỏ
名
の
農
業
委
員
へ
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
Ố

同
日
ỏ
第
⚑
回
農
業
委
員
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ỏ
会
長
に

吉
田
利
彦
委
員ớ
⚓
期
目
Ờỏ会
長
職
務
代
理
者
に
飯
田
祐
一

委
員
ớ
⚓
期
目
Ờ
が
選
出
さ
れ
ỏ
第
次
農
業
委
員
会
が
発

足
し
ま
し
た
Ố

令
和
⚔
年
⚓
月
日
ỏ
北
海
道
農
業
会
議
総
会
の
場
に
お

い
て
ỏ
永
年
勤
続
農
業
委
員
等
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
Ố
帯
広
市
で
は
小
倉
豊
氏
が
永
年
勤
続
農
業
委
員
ớ
年

⚖
ἃ
月
Ờ
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
Ố

令
和
⚓
年
度
の
青
年
層
の
新
規
加
入
者
数
が
全
国
で
⚙
位

と
な
り
農
業
者
年
金
基
金
理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
Ố

令
和
⚔
年
⚖
月

日
に
開

催
さ
れ
た
北
海
道
農
業
者
年

金
協
議
会
総
会
の
場
に
お
い

て
基
金
理
事
長
よ
り
表
彰
状

を
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

表彰式は欠席されたため、中谷前会長
より表彰状を送られる小倉氏

永
年
勤
続
者
表
彰
を
受
賞

農
年
基
金
理
事
長
賞
を
受
賞

中
谷
敏
明
前
会
長
が

北
海
道
農
業
会
議
会
長
に
就
任

新
た
な
農
業
委
員
会
が

ス
タ
ồ
ト
！

女
性
農
業
委
員
研
修
会
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害 ⚔ 害

①法務局での相続登記
遺産分割や遺言などにより、農地を相続した

場合には、所管する法務局において、相続の登
記（相続による所有権移転登記）の手続きをお
願いします。
詳しい手続きなどについては法務局へお問い

合わせください。

②農業委員会への届け出
相続登記後は、農業委員会への届け出も必要

となりますので、忘れずにお願いします。
農業委員会に届け出の際は「遺産分割協議書

または遺言書など相続内容のわかるものの写し」
と法務局から発行される「登記完了証」をご提
出ください。

相続による取得を知ってから３年以内に登記申請！
正当な理由なく怠ると・・・

農地を相続したら「登記手続き」と「届け出」を！！

各法人の事業年度終了後３ヵ月以内に農業委員会までご提出ください。
報告をしなかった場合や虚偽の報告をした場合は、３０万円以下の
過料が科せられる場合がありますのでご注意ください。（農地法第６８条）

農地所有適格法人の報告書の提出について農地所有適格法人の報告書の提出について農地所有適格法人の報告書の提出について
農地所有適格法人は、「農地所有適格法人報告書」を提出することが農地法第 6条で義務付けられています。
お忘れのないよう提出をお願いします。

農地所有適格法人 【提出先】農業委員会

・農地所有適格法人報告書
・定款、社員名簿の写し
（新規設立又は内容に変更がある場合）

１０万円以下の過料の可能性１０万円以下の過料の可能性もも！！！！！！！！！！１０万円以下の過料の可能性も！！！！！

令和⚔年⚑⚐月発行農業委員会だより

・測量業務【公共測量・農地境界測量・分筆測量
基準点測量（GPS）・地形測量・水準測量】

・農業委員会に申請する書類作成業務一式
・法務局に申請する表示登記に関する書類作成業務一式

業務内容

㈲堀内測量事務所

〒⚐⚘⚙-⚑⚑⚘⚒ 帯広市川西町基線58番地4
ＴＥＬ（0155）59－2707
ＦＡＸ（0155）59－2447

代表取締役 堀 内 勝
北海道では毎年、農作業中の事故

が2,200件前後発生し、このうち死
亡事故は20件程度となっています。
秋の収穫時期は、農作業事故が多

く発生しています。
声をかけあって安

全確認を行い、事故
を防ぎましょう。

農作業中の
事故に注意！！
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令和⚔年⚑⚐月発行 農業委員会だより

例えば…
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令和⚔年⚑⚐月発行農業委員会だより

編
集
後
記

今
年
の
⚗
月
の
改
選
に
よ
り
六
役
全
員
を
含
む
半
数
の
委

員
が
退
任
さ
れ
ỏ
会
長
を
は
じ
め
新
た
な
顔
ぶ
れ
の
委
員
と

な
り
ま
し
た
Ố
新
た
な
気
持
ち
で
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
Ố

℃
以
上
の
熱
波
に
よ
る
山
火
事
ỏ
大
雨
に
よ
る
大
洪
水

等
ỏ
近
年
の
世
界
的
異
常
気
象
が
毎
年
の
よ
う
に
報
道
さ
れ

て
お
り
ま
す
Ố

十
勝
で
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
干
魃
や
⚖
月
Ỗ
⚘
月
に

か
け
て
長
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
ỏ
生
産
者
の
技
術
の
向

上
・
努
力
に
よ
り
十
勝
の
農
業
総
生
産
額
も
右
肩
上
が
り
に

な
ỳ
て
い
る
所
で
す
Ố

し
か
し
こ
の
異
常
気
象
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
世

界
情
勢
の
悪
化
で
ỏ
肥
料
・
飼
料
の
高
騰
を
始
め
と
す
る
農

業
資
材
が
値
上
が
り
し
ỏ
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
Ố

依
田
勉
三
が
十
勝
・
帯
広
に
入
植
し
⚑
⚔
⚐
年
Ố
気
象
に

対
す
る
技
術
的
・
経
済
的
な
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
今

が
あ
り
ま
す
Ố

ủ
農
業
は
ỏ
永
遠
に
不
滅
で
す
Ố
Ứ

一
刻
も
早
く
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
ỏ
今
年
の
反

省
と
来
年
の
営
農
の
ớ
施
肥
設
計
Ờ
準
備
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
Ố

ớ
だ
よ
り
編
集
委
員
吉
田
宏
一
Ờ

農業委員会だより編集委員会
委 員 長 吉 田 宏 一
副委員長 山 﨑 博 之
委 員 梶 川 毅
委 員 濱 野 敏 夫
委 員 工 藤 美 佐
委 員 兒 玉 康 英
委 員 荒 川 満 雄
委 員 窪 田 さと子
委 員 尾 関 健 一

帯広市農業者結婚推進協議会の活動報告

♢新任職員のお知らせ♢
令和4年4月1日付

農地係 主任補 齊藤 千紘
農地係 係 員 伊藤 智哉

「ダンディーファーマーとめぐり逢えた夏2022」を開催しました！
令和⚔年⚖月⚒⚕日（土）ホテルグランテラス帯広を会場に、⚓⚕歳以上の農業男性⚕名と

独身女性⚔名が参加しました。
今回は、令和⚒年⚒月以来となる対面開催とし、トークによる交流とホテルディナー

を楽しんでいただきました。
司会は「米澤愛」さん（ＦＭ－ＪＡＧＡパーソナリティ）にお願いし、参加者の交流

を盛り上げていただきました。
自己紹介は司会の質問に答える形で、楽しい雰囲気で行われました。
ホテル自慢のコース料理を楽しんだあと、トークタイムを開始、親睦が深まるように

男女⚑組ずつに分かれ、⚑⚐分ごとに相手をかえながら、参加者全員が交流を行いました。
連絡先交換は、トークタイム終了前に司会から促すことで、スムーズに行えた様子で

した。
最後には交流会の記念と感謝を込めて、男性から女性にプレゼントを手渡しました。
全体としては終始和やかに行われ、トークタイムでは皆さんが楽しく交流されていま

したので、今後の進展が気になるところです。

お申し込はお近くの農業委員又は農業委員会へ
（発行日：毎週金曜日、購読料：月700円）

令和⚔年⚗月⚙日（土）、北海道ホテルを会場に、農業青年⚖名と独身女性⚖名が
参加しました。
この交流会も対面開催とし、トークによる交流とホテルディナーを楽しんでいた

だきました。参加者の親睦がより深まるよう、トークタイムは⚒回行いました。
前回に引き続き、米澤愛さんの司会進行が場の雰囲気を和ませ、自己紹介のあと

に⚑回目のトークタイムを実施しました。ここでは男女⚑名ずつ⚖組に分かれ、⚓
分ごとに相手をかえながら行いました。
ホテル自慢のコース料理を堪能していただいたあと、⚒回目のトークタイムを行

いました。今度は⚑回目より少し長めの⚕分ごとに交代し、連絡先交換もその場で
行いました。
最後には男性から女性にプレゼントを手渡しました。
トークタイムを⚒回行うことでタイトなスケジュールとなりましたが、より親密

な交流ができた様子から、実りある交流会となったようです。

「帯広市農業青年と素敵な出会い☆ｓｕｍｍｅｒ恋活」を開催しました

全国農業新聞を
購読しましょう！
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